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調査研究 

環境創造センターの事業方針 

 空間線量や放射性物質のきめ細やかで継続
的なモニタリングを行うとともに、緊急時における
モニタリング体制を整え、緊急時の対応に当たり
ます。 

 関係情報を収集整理し、県民等が分かりやす
い形で活用できるような情報発信体制の整備を
進めるとともに、世界が注目する知見や経験を
国際的に共有するための積極的な情報収集・発
信を行います。 

 福島県の環境の現状や放射線に関する正確
な情報を伝え、本県の未来を創造する力を育む
ための教育・研修・交流に取り組みます。また、
大学等と連携した長期にわたる人材育成に貢献
します。 

モニタリング 

 放射線計測、除染・廃棄物、環境動態、環境創
造について調査研究を優先度に応じて計画的、
体系的に進め、適時・的確にその成果を活用し
ていきます。 

教育・研修・交流 情報収集・発信 

（仮称）浜地域農業再生研究センター 

施設概要 
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 放射線計測機器が正確に放射線量を測定する 
 ために必要な、“校正”を行う施設です。 

空間線量率計 

校正 

福島県南相馬原子力災害対策センター 

校正棟（環境放射線センター別棟） 

 環境創造センターは、環境の回復・創造に向け、モニタリング、調査研究、情報収集・発信、 
教育・研修・交流を行う総合的な拠点として整備を進めています。 
 環境放射線センターでは、主に原子力発電所周辺地域のモニタリング機能を担います。 
 

 環境放射線センターに入居し、放射線の遠隔計
測技術やモニタリング技術の開発を行います。 

国立研究開発法人 
日本原子力研究開発機構（JAEA) 
福島環境安全センター 

無人航空機モニタリング 

無人ヘリコプターモニタリング 個人線量計 

環境放射線センター 
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